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絶
叫
ハ
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ク
ー
ル
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小
中
千
昭
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／
７



○
あ
の
、
教
室

あ
の
、
教
師
が
窓
辺
に
立
っ
て
い
る
。
完
全
逆
光
。

教

師
「
（
口
調
・
声
、
重
々
し
く
）
１
９
６
３
年
２
月
８
日
、
神
奈
川
県
相

模
原
市
で
一
人
の
中
学
生
が
突
然
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
半
年
以
上
も
経
っ
て
、
そ
の
少
年
が
函
館
で
発
見
さ

れ
た
の
で
す
。
彼
は
自
分
が
消
え
て
い
た
半
年
の
記
憶
を
全
く
覚
え

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
不
思
議
な
事
に
、
い
な
く
な
っ
た
時
と
全
く

同
じ
服
装
を
彼
は
着
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
何
を
意
味
す

る
の
で
し
ょ
う
か
…
…
」

溶
暗
。

○
聖
ミ
ス
カ
ト
ニ
ッ
ク
高
校
／
グ
ラ
ン
ド
／
朝

伝
令
男
子
Ａ
「
（
ド
ド
ド
ド
）
�
う
さ
う
さ
�
が
来
る
ぞ
ー
っ
！
」

ハ
ッ
と
振
り
向
く
登
校
中
の
生
徒
た
ち
。

三
人
の
女
の
子
の
足
が
、
勢
い
良
く
歩
い
て
く
る
。

ヒ
ソ
ヒ
ソ
話
を
す
る
女
生
徒
た
ち
。

女
子
Ａ
「
�
う
さ
う
さ
�
よ
！

や
っ
ぱ
違
う
よ
ね
ー
」

憧
憬
の
目
で
見
つ
め
る
男
生
徒
た
ち
。

三
人
の
女
の
子
、
揃
っ
て
く
し
ゅ
く
し
ゅ
ソ
ッ
ク
ス
。
他
生
徒

よ
り
も

は
短
い
ス
カ
ー
ト
。

○
玄
関
か
ら
廊
下
へ入

っ
て
く
る
三
人
。
ユ
ダ
ヤ
の
民
を
迎
え
る
紅
海
の
様
に
、
道

を
空
け
る
生
徒
達
。

ま
る
で
ト
イ
ー
ド
ル
ダ
ム
と
ト
イ
ー
ド
ル
デ
ィ
の
様
に
太
っ
た

双
子
の
男
子
生
徒
、
並
ん
で

ト
イ
ー
ド
ル
ダ
ム
「
お
い
、
あ
い
つ
ら
何
な
ん
だ
？
」

１



ト
イ
ー
ド
ル
デ
ィ
ー
「
知
ら
な
い
の
か
？

去
年
の
学
園
祭
で
セ
ー
ラ
ー
ム
ー

ン
の
コ
ス
プ
レ
や
っ
て
よ
、
一
躍
学
園
の
ア
イ
ド
ル
よ
」

そ
の
脇
で
キ
ャ
ピ
キ
ャ
ピ
と
見
て
い
る
下
級
生
の
女
の
子
。

女
子
Ｂ
「
こ
の
学
校
で
く
し
ゅ
く
し
ゅ
ソ
ッ
ク
ス
履
け
る
の
は
、
あ
の
人
た
ち

だ
け
な
ん
だ
か
ら
」

女
子
Ｃ
「
あ
ー
ん
、
友
達
に
な
り
た
ー
い
」

教
室
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
い
く
三
人
の
形
の
良
い
足
。

○
２
年
Ａ
組
教
室

後
部
の
扉
を
ガ
ラ
ッ
と
開
け
て
入
っ
て
く
る
三
人
。

何
故
か
既
に
教
室
は
生
徒
達
が
着
席
し
、
静
ま
っ
て
い
る
。

教
壇
に
は
、
神
経
質
そ
う
な
女
教
師
・
恭
子
。
ス
ク
エ
ア
な
ミ

ニ
・
ス
ー
ツ
の
色
は
紫
。

三
人
、
最
後
部
の
席
に
並
ん
で
座
ろ
う
と
し
て

恭

子
「
（
キ
ッ
と
睨
み
）
江
戸
川
亜
里
子
！

王
玲
菜
！

加
藤
樹
莉
！

あ
た
く
し
の
朝
礼
に
は
必
ず
５
分
前
に
着
席
し
て
る
様
に
っ
て
、
お

忘
れ

今
日
放
課
後
、
音
楽
室
に
残
っ
て
る
様
に
」

く
る
っ
と
黒
板
を
向
く
恭
子
。

三
人
揃
っ
て
�
Ｆ
Ｕ
Ｃ
Ｋ

Ｏ
Ｆ
Ｆ
！
�

○
音
楽
室
／
放
課
後西

日
が
差
す
教
室
に
三
人
だ
け
が
い
る
。

頬
杖
つ
き
な
が
ら
、
五
線
譜
に
字
を
埋
め
て
い
る
玲
菜
。

『
も
う
二
度
と
遅
刻
は
し
ま
せ
ん
も
う
二
度
と
遅
刻
は
…
…
』

玲

菜
「

幼
稚
園
児
が
お
寝
し
ょ
し
た
訳
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
。
だ

い
た
い
ク
イ
ー
ン
の
ヤ
リ
口
、
超
イ
ン
ケ
ン
だ
と
思
わ
な
い
ー
？
」

亜
里
子
の
机
上
、
懐
中
時
計
が
置
か
れ
、
蓋
が
開
か
れ
て
い
る
。

裏
蓋
に
は
テ
ニ
エ
ル
の
描
く
�
ア
リ
ス
�
の
カ
メ
オ
。

亜
里
子
「
（
ぼ
ん
や
り
外
を
見
て
）
な
ー
ん
か
、
ど
っ
か
行
き
た
い
な
ー
」

と
、
い
き
な
り
耳
元
に
口
を
寄
せ
る
樹
莉

２



樹

莉
「
（
甘
く
囁
き
）
カ
ラ
オ
ケ
、
行
こ
？
」

悩
ま
し
げ
に
眉
を
顰
め
、
飛
び
退
く
亜
里
子
。

亜
里
子
「
や
め
て
よ
も
ー
。
あ
た
し
耳
と
か
弱
い
ん
だ
か
ら
あ
」

樹

莉
「
（
ク
ス
）
そ
れ
っ
て
エ
ッ
チ
っ
ぽ
い
」

亜
里
子
「
や
だ
よ
、
樹
莉
っ
て
ば
８
曲
メ
ド
レ
ー
と
か
す
ん
だ
も
ん
」

玲

菜
「
ね
え
！

何
か
Ｂ
Ｇ
Ｍ
か
け
な
い
ー
？
」

樹
莉
、
教
室
前
方
の
ス
テ
レ
オ
に
向
か
う
。

亜
里
子
「
ワ
グ
ナ
ー
か
け
な
が
ら
書
取
り
練
習
な
ん
て
ヤ
だ
か
ん
ね
！
」

棚
の
Ｃ
Ｄ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
樹
莉
。

○
廊
下

職
員
室
か
ら
出
て
き
た
恭
子
、
無
人
の
廊
下
を
歩
く
。

音
楽
室
近
く
に
来
た
時
、
重
低
音
が
響
き
始
め
る
。

恭

子
「

」

○
音
楽
室
内

フ
ル
・
ヴ
ォ
リ
ュ
ウ
ム
で
鳴
っ
て
い
る
、
ハ
ウ
ス
・
サ
ウ
ン
ド
。

机
の
上
に
乗
っ
て
ジ
ュ
リ
ア
ナ
踊
り
し
て
い
る
三
人
。
ケ
ラ
ケ

ラ
笑
っ
て
い
る
。

ガ
ラ
ッ
と
扉
を
開
け
る
恭
子
。
口
あ
ん
ぐ
り
。

恭

子
「
（
ハ
ッ
）
お
よ
し
な
さ
あ
あ
あ
い

」

○
学
校
前
の
道
／
夕
刻

出
て
く
る
三
人
。
は
っ
と
亜
里
子
、
立
ち
止
ま
り

亜
里
子
「
あ
ー
っ

」

玲

菜
「
何
？
」

亜
里
子
「
音
楽
室
に
時
計
忘
れ
て
き
ち
ゃ
っ
た
」

樹

莉
「
う
そ
ー
。
そ
れ
ヤ
バ
い
よ
」

亜
里
子
「
ち
ょ
っ
と
あ
た
し
、
と
っ
て
く
る
！
」

亜
里
子
、
戻
っ
て
い
く
。

玲

菜
「
で
、
あ
た
し
た
ち
、
待
っ
て
ろ
っ
つ
ー
ワ
ケ
？
」

３



樹

莉
「
（
コ
ッ
ク
リ
）
ワ
ケ
」

○
夕
暮
れ
の
校
舎

丘
陵
地
に
あ
る
校
舎
。
背
後
に
は
小
山
。

夕
闇
が
迫
っ
て
い
る
。

○
音
楽
室

廊
下
か
ら
玲
菜
と
樹
莉
の
声
。

二
人
口
々
に
「
（
オ
フ
）
あ
り
す
ー
ッ
！

あ
り
す
ッ
て
ば

」

暗
い
教
室
内
に
入
っ
て
く
る
玲
菜
と
樹
莉
。

樹

莉
「
亜
里
子
ー
っ
？
（
見
回
し
）

や
っ
ぱ
い
な
い
」

玲

菜
「
っ
た
く
…
…
。
何
や
っ
て
ん
の
よ
、
あ
の
子
」

亜
里
子
が
座
っ
て
い
た
机
前
に
立
ち
。

樹

莉
「
時
計
も
無
い
…
…
（
教
室
を
見
回
し
）
っ
か
し
ー
な
ー
。
も
う

分

く
ら
い
に
な
る
よ
ね
？
」

玲

菜
「
も
う
先
帰
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
！

あ
し
た
ブ
ッ
殺
す
！
」

○
廊
下

音
楽
室
か
ら
ブ
ツ
ブ
ツ
言
い
つ
つ
出
て
来
た
二
人
。

玲

菜
「
ギ
ャ
ッ
！
」

ボ
ー
っ
と
立
っ
て
い
る
亜
里
子
と
バ
ッ
タ
リ
。

樹

莉
「
亜
里
子
！

ど
こ
行
っ
て
た
の
ぉ

」

亜
里
子
「
（
ハ
ッ
）
え
？

（
困
惑
）
あ
た
し
、
今
、
こ
こ
に
来
た
と
こ
…
…

（
自
信
無
い
）
…
…
（
ハ
ッ
と
し
て
教
室
内
を
見
て
）
時
計
！
」

玲

菜
「
無
か
っ
た
よ
、
あ
そ
こ
」

亜
里
子
「
え
え

そ
ん
な
あ
…
…
」

無
人
の
音
楽
室
内
。

○
校
庭
／
翌
朝

男
子
Ａ
「
�
う
さ
う
さ
�
が
来
る
ぞ
ー
っ
！
」

４



や
っ
て
く
る
、
く
し
ゅ
く
し
ゅ
ソ
ッ
ク
ス
軍
団
。

○
廊
下

１
年
の
女
子
、
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ー
す
」
と
声
を
掛
け
る
。

ト
イ
ー
ド
ル
ダ
ム
「
お
い
、
あ
い
つ
ら
、
何
だ
？
」

ト
イ
ー
ド
ル
デ
ィ
ー
「
だ
か
ら
言
っ
た
だ
ろ

う
さ
う
さ
っ
て
い
っ
て
な
…
」

ユ
ダ
ヤ
の
民
を
迎
え
る
紅
海
の
様
に
割
れ
る
生
徒
ら
。

○
学
校
外
観
／
授
業
中

○
ト
イ
レ

鏡
に
向
か
っ
て
リ
ッ
プ
を
塗
っ
て
い
る
樹
莉
。
前
髪
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
玲
菜
。

亜
里
子
、
た
く
し
あ
げ
た
ス
カ
ー
ト
が
気
に
な
っ
て
い
る
。

玲

菜
「
誰
か
パ
ク
ッ
た
ん
だ
よ
、
部
活
で
残
っ
て
た
奴
か
な
ん
か
」

樹

莉
「
あ
ー
ゆ
ー
の
っ
て
高
い
ん
だ
よ
ね
ー
」

亜
里
子
「
よ
く
知
ん
な
い
け
ど
…
…
」

玲

菜
「
カ
レ
シ
で
も
見
つ
け
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
い
な
よ
」

亜
里
子
「
駄
目
…
…
。
あ
れ
、
パ
パ
か
ら
貰
っ
た
も
ん
だ
か
ら
…
…
」

顔
を
見
合
わ
せ
る
樹
莉
と
玲
菜
。

樹

莉
「
（
ワ
ザ
と
明
る
く
）
ね
っ
！

今
夜
さ
、
蹊
城
学
園
の
子
と
か
が
パ

ー
テ
ィ
ー
や
ん
だ
っ
て
。
行
か
な
い

」

玲

菜
「
（
ニ
タ
）
久
々
に
�
う
さ
う
さ
�
が
ブ
イ
ブ
イ
言
わ
せ
ま
す
か
」

個
室
内
の
ド
ア
の
ノ
ブ
に
手
を
掛
け
る
亜
里
子
…
…
。

○
屋
上

ド
ア
の
向
こ
う
は

屋
上
だ
っ
た
！
」

一
瞬
事
態
が
把
握
出
来
な
い
亜
里
子
。
し
か
し

亜
里
子
「
え
え
え
え
え
え
え
え
っ
っ
っ
っ
っ

」

○
ト
イ
レ

５



個
室
ド
ア
が
開
か
れ
る
。
中
は
無
人
。

玲
菜
と
樹
莉
、
顔
を
見
合
せ

二

人
「
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
っ
っ
っ
っ
っ

」

○
学
校
外
観

背
後
の
山
か
ら
、
瘴
気
が
校
舎
へ
と
立
ち
降
り
て
い
る
様
。

二
箇
所
か
ら
の
絶
叫
が
遠
く
聞
こ
え
て
く
る
。

Ｓ
「
絶
叫
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

』

○
学
食
（
も
し
く
は
ピ
ロ
テ
ィ
）

明
る
い
テ
ラ
ス
風
の
つ
く
り
。
生
徒
達
が
思
い
思
い
に
ラ
ン
チ

を
と
っ
て
い
る
中
、
亜
里
子
ら
の
机
へ
、
羨
望
の
目
が
注
が
れ

て
い
る
。

会
話
、
テ
ン
ポ
よ
く
。

樹

莉
「
ね
っ
、
も
し
か
し
て
亜
里
子
っ
て
ば
、
エ
ス
パ
ー
み
た
く
な
っ
ち
ゃ

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

亜
里
子
「
自
分
が
行
き
た
い
と
こ
行
け
ん
な
ら
と
も
か
く
…
…
」

玲

菜
「
あ
ん
ま
、
気
に
し
な
い
方
が
い
い
よ
」

樹

莉
「
玲
菜
み
た
く
大
雑
把
な
性
格
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
ね
、
亜
里
子
は
」

玲

菜
「
（
ム
ッ
）
人
間
と
し
て
の
器
が
大
き
い
っ
て
言
っ
て
頂
戴
…
…
。
あ

っ
と
、
そ
ー
だ
」

玲
菜
、
二
人
に
顔
を
寄
せ
る
様
に
促
す
。

樹

莉
「
何
？
」玲

菜
、
首
を
少
し
開
け
て
、
制
服
下
の
も
の
を
見
せ
る
。
チ
ョ

ー
カ
ー
に
結
ば
れ
た
、
ク
リ
ス
タ
ル
。

樹

莉
「
あ
ー
っ
！

い
い
な
ー
。
何
か
お
願
い
で
も
し
て
ん
の
？
」

玲

菜
「
（
ニ
タ
）
ん
？

ち
っ
と
ね
」

樹

莉
「
え
ー
っ
、
ま
さ
か
誰
か
好
き
に
な
っ
た
と
か
あ

」

玲

菜
「
ち
が
う
よ
」

じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
亜
里
子
。
そ
っ
と
指
で
触
れ
る
。

６



亜
里
子
「
（
混
乱
）

こ
れ
…
…
」

樹

莉
「
ど
し
た
の
？
」

亜
里
子
「
あ
た
し

」

玲

菜
「
あ
げ
な
い
よ
」

亜
里
子
「
欲
し
い
…
…
」

玲

菜
「
あ
げ
な
い
っ
て
ば
」

亜
里
子
「
（
虚
ろ
に
）
で
も
こ
れ
じ
ゃ
駄
目
…
…
。
力
が
弱
い
…
…
」

眉
を
し
か
め
て
見
合
わ
す
樹
莉
と
玲
菜
。

樹

莉
「
ち
ょ
っ
と
ぉ
！

亜
里
子
っ
て
ば
ど
う
し
ち
ゃ
っ
た
の
？
」

亜
里
子
「
（
ハ
ッ
）
え
っ

う
ん
。
な
ん
か
そ
ん
な
気
が
急
に
し
ち
ゃ
っ
て
」

玲

菜
「

」

亜
里
子
「
（
自
嘲
）
変
だ
よ
ね
、
あ
た
し
…
…
。
じ
ゃ
、
先
行
く
か
ら
」

席
を
立
っ
て
去
る
亜
里
子
。

心
配
そ
う
に
見
送
る
二
人
。

再
び
視
線
を
戻
す
と

亜
里
子
「
（
自
嘲
）
変
だ
よ
ね
、
あ
た
し
…
…
。
じ
ゃ
、
先
い
く
か
ら
」

さ
っ
き
と
同
じ
と
こ
ろ
に
い
た
亜
里
子
、
再
び
同
じ
よ
う
に
去

っ
て
い
く
。

唖
然
と
見
送
っ
た
玲
菜
、
樹
莉
を
見
て
『
え
っ

』

○
バ
タ
ン
！

と
閉
じ
ら
れ
る
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー

○
夜
の
街

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
パ
ー
テ
ィ
・
ウ
エ
ア
（
や
や
セ
ク
シ
ー
）
に
着

替
え
た
三
人
が
行
く
。
沈
み
気
味
だ
っ
た
亜
里
子
を
守
り
立
て

る
二
人
。
や
が
て
亜
里
子
に
も
笑
み
。

○
ア
ク
セ
サ
リ
露
店覗

い
て
い
る
三
人
。

ク
リ
ス
タ
ル
等
の
ス
ト
ー
ン
類
が
多
く
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

亜
里
子
、
真
剣
な
顔
に
な
っ
て
物
色
し
始
め
る
。

玲
菜
、
タ
ー
コ
イ
ズ
の
指
輪
を
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
売
り
子
と
交

７



渉
し
始
め
る
。

玲

菜
「
（
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
っ
ぽ
く
）
ハ
ウ
マ
ッ
チ
・
デ
ィ
ス
」

売
り
子
「
ソ
レ
ワ
５
セ
ン
エ
ン
ネ
」

玲

菜
「
カ
マ
ー
ン
、
デ
ュ
ー
ド
！

５
千
円

ド
ン
（
ト
）
・
フ
ァ
ッ
ク
・

ウ
ィ
ズ
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
レ
イ
デ
ィ
」

『
降
参
』
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
。

そ
れ
に
構
わ
ず
、
片
っ
端
か
ら
ク
リ
ス
タ
ル
ば
か
り
触
っ
て
い

く
亜
里
子
。

亜
里
子
「

こ
れ
は
弱
い

こ
れ
も
駄
目

こ
れ
も
…
…
」

樹

莉
「
（
怪
訝
そ
う
に
）
ね
ー
、
何
が
弱
い
の
？
」

そ
れ
に
答
え
ず
亜
里
子
、
触
り
続
け
る
。

一
際
大
き
く
、
純
白
の
ク
リ
ス
タ
ル
を
手
に
し
て

亜
里
子
「

こ
れ
な
ら

大
丈
夫
か
も
…
…
」

○
ク
ラ
ブ
�
ダ
ゴ
ン
�

狭
い
地
下
の
穴
蔵
に
鳴
り
響
く
ハ
ウ
ス
・
サ
ウ
ン
ド
。

高
校
生
達
が
立
錐
の
余
地
無
く
、
談
笑
し
、
踊
っ
て
い
る
。

ボ
デ
ィ
コ
ン
の
子
た
ち
が
、
入
口
の
方
を
見
て
ヒ
ソ
ヒ
ソ
。

�
う
さ
う
さ
�
の
お
出
ま
し
。
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

女

Ａ
「
（
眉
を
ひ
そ
め
）
来
た
よ
。
ミ
ス
カ
ト
ニ
ッ
ク
学
園
�
う
さ
う
さ
�

の
三
人
組
」

女

Ｂ
「
（
蔑
み
）
パ
ー
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
…
…
」

亜
里
子
の
首
に
は
、
あ
の
ク
リ
ス
タ
ル
が
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

黒
服
の
幹
事
役
を
し
て
い
る
男
子
が
近
づ
く
。

黒
服
男
「
こ
れ
は
こ
れ
は
。
�
う
さ
う
さ
�
の
お
三
方
に
お
越
し
戴
け
る
と
は

光
栄
の
至
り
で
す
」

玲

菜
「
パ
ー
券
、
持
っ
て
な
い
ん
だ
け
ど
」

黒
服
男
「
い
や
あ
そ
ん
な
、
顔
パ
ス
・
オ
ッ
ケ
ー
っ
て
奴
で
す
よ
」

微
笑
ん
で
玲
菜
た
ち
、
奥
へ
。

高
校
生
Ｄ
Ｊ
「
（
ジ
ョ
ン
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
風
）
ア
ー
ユ
ー
レ
デ
イ

（
レ
デ
ィ

で
は
な
い
）

ヒ
ヤ
・
カ
ム
ズ
・
ウ
サ
ウ
サ

」
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歓
声
が
上
が
る
場
内
。

フ
ロ
ア
中
央
で
、
ス
ポ
ッ
ト
・
ラ
イ
ト
を
い
き
な
り
浴
び
る
三

人
。
「
え
？
」
と
い
う
顔
。

一
瞬
の
ブ
レ
イ
ク
。
顔
を
見
合
わ
せ
て
三
人

高
校
生
Ｄ
Ｊ
「
（
オ
フ
）
１
！

２
！

３
！

Ｇ
Ｏ
！
」

ダ
ン
ス
！

決
し
て
振
り
を
揃
え
て
い
る
訳
で
は
無
い
し
、
高
度
な
テ
ク
ニ

ッ
ク
で
も
な
い
が
、
絶
妙
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。

盛
り
上
が
る
場
内
。

得
意
満
面
の
三
人
、
激
し
く
体
を
揺
す
る
。

女

Ａ
「
（
憮
然
）
だ
か
ら
あ
の
子
た
ち
来
ん
の
、
ヤ
な
ん
だ
よ
」

Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
様
に
回
転
し
、
各
原
色
を
明
滅
す
る
ラ
イ
ト
。

地
を
這
う
重
低
音
。

楽
し
げ
に
踊
る
三
人
。

し
か
し
亜
里
子
、
ラ
イ
ト
と
ビ
ー
ト
に
眩
惑
さ
れ
始
め
る
。

そ
れ
は
ま
る
で
、
催
眠
装
置
。

樹

莉
「
？
」

亜
里
子
の
踊
り
、
力
を
失
っ
て
い
く
。

亜
里
子
、
遠
い
目

。

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
／
音
楽
室
前
の
廊
下

音
楽
室
か
ら
時
計
を
手
に
し
た
亜
里
子
が
出
て
き
て
、
突
き
当

た
り
の
ロ
ッ
カ
ー
を
見
る
。

ロ
ッ
カ
ー
の
隙
間
か
ら
、
光
が
洩
れ
て
い
る
。

脅
え
た
顔
で
凝
視
し
て
い
る
亜
里
子
。

○
ク
ラ
ブ
・
フ
ロ
ア

玲

菜
「
（
踊
り
を
止
め
）
亜
里
子
？
」

遠
い
目
を
し
て
い
た
亜
里
子
、
急
に
ガ
ッ
ク
リ
と
倒
れ
そ
う
に

な
る
。
慌
て
て
抱
え
る
樹
莉
と
玲
菜
。
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音
が
止
み
、
静
ま
り
帰
っ
た
場
内
。
三
人
を
見
つ
め
て
い
る
。

○
樹
莉
の
マ
ン
シ
ョ
ン
／
外
観
／
夜

山
手
に
建
つ
、
高
級
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
。

○
樹
莉
の
部
屋

子
供
部
屋
に
し
て
は
贅
沢
に
広
い
。

制
服
や
ハ
デ
め
の
服
が
壁
に
何
着
も
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
基
本
的
に
は
あ
ま
り
物
が
無
い
サ
ッ
パ
リ
し
た
部
屋
。

ポ
ツ
ン
と
一
人
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
床
で
ト
ラ
ン
プ
占
い
を
し

て
い
る
、
ロ
ン
グ
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
の
亜
里
子
。

次
に
め
く
っ
た
の
は

ハ
ー
ト
の
ク
イ
ー
ン
。

亜
里
子
「
（
小
声
で
）
ゲ
ゲ
」

と
、
盆
を
持
っ
た
玲
菜
と
樹
莉
が
入
っ
て
く
る
。
樹
莉
は
パ
ジ

ャ
マ
。
玲
菜
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
ス
パ
ッ
ツ
。

玲
菜
、
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
の
盆
を
床
に
置
く
。

樹

莉
「
も
う
へ
ー
き
？
」

亜
里
子
「
ご
め
ん
ね
、
急
に
泊
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
」

玲

菜
「
樹
莉
の
マ
マ
が
ね
、
こ
れ
飲
み
な
っ
て
」

亜
里
子
「
あ
り
が
と
ー
（
カ
ッ
プ
を
お
し
抱
い
て
飲
む
）
」

玲
菜
、
鏡
に
向
か
っ
て
前
髪
に
カ
ー
ラ
を
巻
き
始
め
る
。

玲

菜
「

あ
た
し

亜
里
子
の
心
の
問
題
っ
て
様
な
気
が
す
る
」

亜
里
子
「
！
」

樹

莉
「
ど
う
い
う
事
？
」

玲

菜
「
だ
っ
て

亜
里
子
…
…
」

亜
里
子
「
（
ニ
タ
）
悪
い
け
ど
あ
た
し
、
親
が
離
婚
し
た
く
ら
い
で
屈
折
す
る

程
ヤ
ワ
じ
ゃ
な
い
か
ら
」

微
笑
む
三
人
。

玲

菜
「
さ
っ
！

寝
る
ど
ー
っ
！
」

樹

莉
「
今
日
は
あ
た
し
が
ベ
ッ
ド
で
寝
る
ー
っ
！
」

亜
里
子
「
あ
た
し
だ
っ
て
ば
っ
っ
っ
！
」
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○
樹
莉
の
部
屋
／
数
時
間
後

暗
く
寝
静
ま
っ
て
い
る
室
内
。

ベ
ッ
ド
に
玲
菜
と
亜
里
子
。
床
に
敷
か
れ
た
布
団
に
樹
莉
。

亜
里
子
の
顔
、
苦
し
げ
。
夢
に
う
な
さ
れ
て
い
る
の
か
？

○
イ
ル
ー
ジ
ョ
ン
／
廊
下

茫
然
と
見
つ
め
る
亜
里
子
。

ロ
ッ
カ
ー
の
隙
間
か
ら
強
烈
な
光
が
洩
れ
て
い
る
。

○
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
／
暗
闇
の
ト
ン
ネ
ル

鳴
り
響
く
キ
リ
キ
リ
キ
リ
と
い
う
機
械
音
。

脅
え
て
耳
を
抑
え
る
亜
里
子
、
悲
鳴
を
上
げ
よ
う
と
口
を
開
け

て

○
校
庭
／
翌
朝

男
子
Ａ
の
口
「
�
う
さ
う
さ
�
が
来
る
ぞ
ー
っ
！
」

○
廊
下

ゆ
き
ゆ
き
て
、
く
し
ゅ
く
し
ゅ
ソ
ッ
ク
ス
軍
。

ト
イ
ー
ド
ル
ダ
ム
「
な
あ
、
あ
い
つ
ら
っ
て
…
…
」

ト
イ
ー
ド
ル
デ
ィ
ー
「
だ
っ
か
っ
ら
っ
！

何
べ
ん
言
わ
せ
ん
だ
よ
っ
！

」

○
音
楽
室
前

三
人
、
音
楽
室
に
入
ろ
う
と
し
て

亜
里
子
、
ふ
と
ロ
ッ
カ
ー
が
気
に
な
っ
て
足
を
止
め
て
見
る
。

何
ら
異
状
は
無
い
。

○
音
楽
室

１１



ス
テ
レ
オ
か
ら
鳴
り
ひ
び
く
『
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
』

『
愛
の
死
』
を
唄
い
上
げ
る
イ
ゾ
ル
デ
の
声
が
、
生
徒
達
を
睡

魔
に
誘
っ
て
い
る
。

亜
里
子
、
胸
元
か
ら
ク
リ
ス
タ
ル
を
出
し
、
掌
に
載
せ
て
見
つ

め
る
。
不
思
議
な
輝
き
…
…
。

見
つ
め
て
い
る
内
に
、
顔
か
ら
表
情
が
失
わ
れ
て
い
く
。

音
も
無
く
席
を
立
ち
、
後
部
ド
ア
へ
向
か
う
亜
里
子
。

ギ
ョ
ッ
と
な
っ
て
見
る
玲
菜
と
樹
莉
。

ま
る
で
自
動
ド
ア
の
様
に
亜
里
子
を
迎
え
た
扉
、
再
び
閉
じ
ら

れ
る
。

玲
菜
と
樹
莉
、
顔
を
見
合
せ
、
ソ
ソ
ソ
と
後
を
追
っ
て
ド
ア
へ
。

キ
ッ
と
唇
を
噛
み
、
ド
ア
が
閉
ま
る
の
を
睨
む
恭
子
。

○
廊
下

自
力
で
ド
ア
を
開
け
て
出
て
き
た
二
人
、
異
様
さ
に
驚
く
。

ま
る
で
亜
里
子
の
夢
の
中
の
様
な
世
界
。

樹

莉
「
亜
里
子
！
」

亜
里
子
、
隙
間
か
ら
光
を
洩
ら
す
ロ
ッ
カ
ー
前
に
立
っ
て
い
る
。

と
！

突
如
ロ
ッ
カ
ー
、
左
右
に
ス
ラ
イ
ド
し
て
開
い
て
い
く
。

茫
然
と
見
守
る
玲
菜
と
樹
莉
。

ロ
ッ
カ
ー
の
向
こ
う
は
、
光
の
空
間
。

亜
里
子
、
そ
の
中
へ
と
歩
み
だ
し
て
い
く
。

玲
菜
と
樹
莉
、
顔
を
見
合
せ

玲

菜
「
ど
う
す
る

」

樹

莉
「

」

ロ
ッ
カ
ー
、
再
び
閉
じ
ら
れ
始
め
た
。

樹
莉
、
唇
を
噛
ん
で
、
走
り
出
し
、
中
へ
。

玲

菜
「
ち
ょ
！

樹
莉

（
諦
め
）
あ
ン
！
」

玲
菜
も
中
へ
飛
び
込
ん
で
い
く
。

閉
じ
ら
れ
る
ロ
ッ
カ
ー
。
同
時
に
内
部
の
光
も
消
え
て
い
く
。

○
完
全
漆
黒
の
空
間
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玲

菜
「
（
オ
フ
）

え
え
っ

こ
こ
、
ど
こ
ぉ

」

樹

莉
「
（
オ
フ
）
玲
菜
、
ど
こ
い
る
ー
？
」

玲

菜
「
ち
ょ
っ
と

ど
こ
触
っ
て
ん
の
よ

」

樹

莉
「
（
オ
フ
／
ク
ス
）
玲
菜
の
っ
て
、
柔
ら
か
ー
」

玲

菜
「
（
オ
フ
）
は
っ
た
お
さ
れ
て
ー
ん
か

」

樹

莉
「
（
オ
フ
）
ね
え
亜
里
子
は
？

亜
里
子
い
る
？
」

と
！

突
如
闇
の
虚
空
に
巨
大
な
女
の
唇
が
浮
か
ぶ
。
美
し
い

形
の
唇
だ
が
、
ニ
タ
ニ
タ
と
笑
っ
て
い
る
。

そ
の
発
す
る
光
に
照
ら
さ
れ
る
三
人
の
顔
。

玲

菜
「
（
訝
し
そ
う
に
）
何
、
あ
れ
」

亜
里
子
も
い
た
。
茫
然
と
口
を
見
つ
め
て
い
る
。

樹

莉
「
（
唇
に
向
か
っ
て
）
ね
ー
っ
！

こ
こ
っ
て
ど
こ
な
の
ぉ

」

チ
ェ
シ
ャ
猫
「
（
男
の
声
）
ど
こ
で
も
な
い
さ
。
だ
っ
て
君
た
ち
は
、
未
だ
ど

こ
に
も
行
っ
て
な
い
ん
だ
か
ら
ね
」

玲

菜
「
（
ム
ッ
）
ど
ー
ゆ
ー
事
よ
そ
れ

じ
ゃ
あ
、
ど
こ
行
く
っ
て
の

」

チ
ェ
シ
ャ
猫
「
決
ま
っ
て
る
さ
、
下
だ
よ
」

玲
菜＋

樹
莉
「
し
た
ぁ
？

キ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

」

突
如
、
下
へ
と
降
下
し
て
い
く
三
人
。

○
ト
ン
ネ
ル

ば
お
～
ん
…
…
。
じ
め
じ
め
し
た
異
様
な
穴
蔵
。

そ
こ
に
落
ち
て
き
た
三
人
。
尻
餅
つ
い
て
い
る
。

玲

菜
「
イ
ッ
て
え
ー
」

亜
里
子
「
こ
こ
…
…
夢
で
み
た
…
…
」

樹

莉
「
あ
っ
！

亜
里
子
、
復
活
し
て
る
」

三
人
、
立
ち
上
が
り
、
見
回
す
。

ト
ン
ネ
ル
だ
。
古
く
朽
ち
た
線
路
が
敷
か
れ
て
い
る

玲

菜
「
学
校
の
地
下
に

こ
ん
な
ト
ン
ネ
ル
が
あ
っ
た
な
ん
て
」

樹

莉
「
で
、
亜
里
子
。
ど
う
す
ん
の
？
」

亜
里
子
「
え
ー
？

判
ん
な
い
…
…
。
け
ど
、
と
に
か
く
行
く
し
か
な
い
よ
ね
」

歩
き
始
め
る
亜
里
子
。

玲

菜
「
（
憮
然
）
で
、
あ
た
し
た
ち
も
行
く
ワ
ケ
？
」
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樹

莉
「
（
小
首
傾
げ
）
ワ
ケ
…
…
？
」

続
く
二
人
。

ト
ン
ネ
ル
を
テ
ク
テ
ク
と
歩
く
三
人
。

樹

莉
「
（
い
き
な
り
）
ワ
ッ
！
」

ビ
ク
ッ
と
な
る
亜
里
子
と
玲
菜
。

玲

菜
「
何
よ

」

樹

莉
「
（
ニ
コ
ニ
コ
）
天
然
エ
コ
ー
っ
ヤ
ツ
？
」

玲

菜
「
（
深
く
嘆
息
）
い
ー
か
げ
ん
に
し
ろ
よ
、
カ
ラ
オ
ケ
女
！
」

亜
里
子
「
ね
っ
！

何
か
聞
こ
え
な
い

」

ギ
ョ
ッ
と
し
て
黙
る
二
人
。

と
！

向
こ
う
か
ら
微
か
な
音
が
。

亜
里
子
「
！
」

ギ
リ
ギ
リ
ギ
リ
…
…
。
ギ
リ
ギ
リ
ギ
リ
…
…
。

あ
の
金
属
の
擦
れ
る
嫌
な
音
が
！

玲

菜
「
何

あ
れ
…
…
」

樹

莉
「
（
呟
く
）
怖
い
…
…
」

三
人
、
無
意
識
に
固
ま
る
。

金
属
音
の
他
に
、
足
音
が
混
じ
り
始
め
る
。

玲

菜
「
誰
か
来
る
！
」

樹

莉
「
誰
よ

ね
え
亜
里
子
！

誰
よ

」

亜
里
子
、
無
言
で
首
を
必
死
に
振
る
ば
か
り
。

音
、
近
づ
く
！

恐
怖
の
顔
で
、
闇
を
見
つ
め
て
い
る
三
人
。

や
が
て
姿
を
現
す
、
音
の
主
！

亜
里
子
「

」
そ
れ
は

男
だ
。
真
っ
黒
な
背
広
上
下
。
兎
耳
の
つ
い
た

黒
い
帽
子
。
能
面
の
様
な
顔
。
ま
る
で
地
球
の
重
力
に
不
慣
れ

な
様
な
、
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
歩
き
方
。
そ
し
て
歩
む
度
に
金
属

が
擦
れ
る
音
。

Ｍ
Ｉ
Ｂ
「

こ
れ
は
こ
れ
は
。
（
プ
シ
ュ
ー
）
お
初
に
お
目
に
か
か
る
」

三

人
「
？
？
」男

、
ま
る
で
時
代
劇
の
武
士
の
様
な
口
調
。
喋
る
節
間
に
、
空

気
弁
が
開
く
様
な
音
が
す
る
。
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Ｍ
Ｉ
Ｂ
「
暗
い
道
中
（
プ
シ
ュ
ー
）
御
苦
労
で
ご
ざ
る
」

玲

菜
「

あ
ん
た
、
誰
？
」

Ｍ
Ｉ
Ｂ
「
み
ど
も
は
、
故
あ
っ
て
通
り
す
が
っ
た
（
プ
シ
ュ
ー
）
者
に
ご
ざ
る
」

樹

莉
「
（
冷
徹
に
見
据
え
）
も
し
か
し
て

バ
カ
？
」

Ｍ
Ｉ
Ｂ
「
奇
異
に
ご
ざ
る
か
？

み
ど
も
の
装
束
。
（
プ
シ
ュ
ー
）
若
い
娘
の

ウ
ケ
を
狙
い
申
し
た
の
で
ご
ざ
っ
た
が
」

神
妙
に
自
ら
ウ
サ
耳
を
ヒ
ク
ヒ
ク
動
か
す
Ｍ
Ｉ
Ｂ
。

三
人
、
ゲ
ー
ッ
と
い
う
顔
。

Ｍ
Ｉ
Ｂ
、
懐
か
ら
亜
里
子
の
懐
中
時
計
を
出
し
て
見
入
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｂ
「
お
っ
と
、
先
を
急
が
ね
ば
（
プ
シ
ュ
ー
）
」

亜
里
子
「

そ
れ
っ
て
あ
た
し
の
時
計

」

Ｍ
Ｉ
Ｂ
、
時
計
を
見
せ

Ｍ
Ｉ
Ｂ
「
こ
れ
で
ご
ざ
る
か
？

そ
な
た
の
間
違
い
に
相
違
ご
ざ
ら
ん
。
こ
れ

は
未
だ
、
み
ど
も
の
物
で
ご
ざ
る
（
プ
シ
ュ
ー
）
」

時
計
を
仕
舞
う
Ｍ
Ｉ
Ｂ
。

亜
里
子
「
（
怒
っ
て
）
嘘
よ
！

あ
た
し
の
時
計
、
返
し
て
よ
！
」

ク
ル
ッ
と
向
こ
う
を
向
く
Ｍ
Ｉ
Ｂ
。

Ｍ
Ｉ
Ｂ
「
み
ど
も
が
そ
な
た
に
願
い
申
し
た
事
、
成
し
遂
げ
下
さ
り
し
折
り
に

は
、
そ
な
た
の
物
と
な
り
申
す
。
し
か
ら
ば
御
免
！
」

亜
里
子
「
ち
ょ
っ
！
」

Ｍ
Ｉ
Ｂ
、
猛
烈
な
ス
ピ
ー
ド
で
向
こ
う
へ
走
っ
て
い
く
。

ギ
ュ
ー
ン
…
…
。

樹

莉
「

今
の
何
？
」

玲

菜
「
知
ら
な
い
つ
ー
の
！

っ
た
く
…
…
」

と
、
歩
き
出
し
た
玲
菜
、
眼
下
へ
姿
を
消
す
。

玲

菜
「
キ
ャ
ッ
！
」

亜
里
子
「
え
っ
！
」

樹

莉
「
キ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア

」

残
る
二
人
も
、
地
面
の
穴
に
落
ち
て
い
く
。

三

人
「
（
オ
フ
）
き
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ

」

○
赤
い
荒
野

目
が
慣
れ
る
と

そ
の
異
景
が
見
え
て
く
る
。
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寂
寞
と
し
た
荒
野
。

三
人
、
呆
然
と
立
っ
て
い
る
。

玲

菜
「

こ
こ
、
ど
こ
？
」

樹

莉
「
あ
た
し
は
、
誰
？
」

ギ
ョ
ッ
と
な
っ
て
樹
莉
を
見
る
二
人
。

樹

莉
「
あ
？

あ
は
は
は
、
ジ
ョ
ー
ク
だ
っ
て
ば
」

玲

菜
「
（
プ
リ
プ
リ
）
信
じ
ら
れ
ん
こ
の
女
だ
け
は
！
」

玲
菜
、
タ
ッ
タ
カ
歩
き
出
す
。
追
う
二
人
。

足
場
が
良
く
な
い
荒
野
を
、
歩
く
三
人
。
（
以
下
テ
ン
ポ
よ
く
）

玲

菜
「
何
が
悲
し
ゅ
う
て
、
高
二
の
女
の
子
が
ワ
ケ
判
ん
な
い
と
こ
テ
ク
テ

ク
歩
か
に
ゃ
な
ら
ん
の
か
ね
…
…
」

樹

莉
「
ね
え
、
亜
里
子
も
、
上
の
短
大
行
く
の
？
」

亜
里
子
「
え
？

う
ん
…
…
。
実
は
さ
、
受
験
し
よ
う
と
か
思
っ
て
」

樹

莉
「
え
っ

ホ
ン
ト
に
？

何
で
？
」

亜
里
子
「
て
ゆ
っ
か
さ

学
芸
員
の
資
格
、
欲
し
い
ん
だ
よ
ね
。
あ
た
し

絵
と
か
見
る
の
、
好
き
だ
か
ら
…
…
」

樹

莉
「
へ
ー
…
…
。
実
は
さ
、
あ
た
し
も
受
験
、
し
よ
う
か
な
と
か
思
っ
て

た
ん
だ
。
ま
、
あ
た
し
は
、
単
に
上
の
短
大
行
く
の
、
ヤ
だ
な
、
み

た
い
な
さ
…
…
。
玲
菜
は
？
」

玲

菜
「
あ
た
し
？

あ
た
し

留
学
す
る
か
も
し
ん
な
い
」

樹

莉
「
う
そ
ー
っ
」

玲

菜
「
で
も
、
た
だ
の
語
学
留
学
じ
ゃ
あ
、
典
型
バ
カ
・
パ
タ
ー
ン
だ
か
ら
、

ち
ゃ
ん
と
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
と
か
受
け
て

」

樹

莉
「
ト
ッ
フ
ル
っ
て
何
？
」

亜
里
子
「
留
学
資
格
の
英
語
試
験
だ
よ
」

樹

莉
「
ふ
～
ん
…
…
。
ま
あ
、
玲
菜
は
、
英
語
の
セ
ン
ス
、
あ
る
も
ん
ね
」

玲

菜
「
セ
ン
ス
じ
ゃ
な
い
よ
…
…
。
実
は
さ

英
語
だ
け
は
、
密
か
に

勉
強
、
マ
ジ
で
や
っ
て
た
ん
だ
」

亜
里
子
「
そ
う
な
ん
だ
…
…
」

樹

莉
「

あ
た
し
た
ち
っ
て
、
あ
ん
ま
し
マ
ジ
な
事
っ
て
、
話
さ
な

か
っ
た
ね
…
…
」

と
、
遠
く
か
ら
カ
チ
カ
チ
キ
リ
キ
リ
と
機
械
の
音
が
。

耳
を
抑
え
る
亜
里
子
。

樹

莉
「
亜
里
子

」
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玲

菜
「
ど
う
し
た
の

」

二
人
に
は
聞
こ
え
て
い
な
い
。

亜
里
子
、
ハ
ッ
と
な
っ
て
走
り
出
す
。

玲

菜
「
亜
里
子

」

慌
て
て
追
う
二
人
。

荒
野
の
中
央
。

直
径
３
ｍ
程
の
穴
が
開
い
て
い
る
。
明
ら
か
に
人
工
物
。

や
っ
て
く
る
三
人
。

穴
の
奥
か
ら
、
ゼ
ン
マ
イ
仕
掛
け
の
様
な
音
が
微
か
に
鳴
っ
て

い
る
の
が
聞
こ
え
て
く
る
。

亜
里
子
、
穴
を
見
つ
め
呆
然
。

玲

菜
「
亜
里
子

」

や
や
高
ま
る
機
械
音
。

亜
里
子
、
お
も
む
ろ
に
胸
か
ら
ク
リ
ス
タ
ル
を
出
す
。

亜
里
子
「

こ
れ
を

入
れ
れ
ば
い
い
の
？
」

樹

莉
「
誰
と
話
し
て
ん
の

」

亜
里
子
、
頷
き
、
ク
リ
ス
タ
ル
を
穴
の
中
に
投
げ
入
れ
る
。

漆
黒
の
闇
へ
消
え
て
い
く
、
ク
リ
ス
タ
ル
。

唖
然
と
見
て
い
る
三
人
。

ゼ
ン
マ
イ
仕
掛
け
の
様
な
機
械
音
、
徐
々
に
パ
ル
ス
が
早
く
な

っ
て
い
く
。
音
量
も
ど
ん
ど
ん
と
上
が
り
、
ジ
ェ
ッ
ト
・
エ
ン

ジ
ン
の
様
な
高
周
波
に
な
っ
て
い
く
。

耳
を
抑
え
る
三
人
。

と

ド
ド
ー
ン

地
響
き
が
始
ま
る
。

亜
里
子
「
キ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
」

足
元
を
ぐ
ら
つ
か
せ
た
三
人
、
共
に
穴
の
中
へ
と
落
ち
込
ん
で

し
ま
う
。

樹

莉
「
（
オ
フ
／
泣
き
）
ま
た
落
ち
る
ー
」

玲

菜
「
（
オ
フ
／
ム
カ
）
い
ー
か
げ
ん
に
し
ろ
ー
っ
！
」

○
音
楽
室

『
愛
の
死
』
が
鳴
り
ひ
び
い
て
い
る
。
前
と
同
じ
箇
所
。
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と
！

最
後
部
の
席
に
、
天
井
か
ら
落
ち
て
く
る
三
人
。

ガ
タ
ン
！

バ
タ
ン
！

ド
カ
ッ
！

キ
ッ
と
三
人
を
睨
ん
だ
教
壇
の
恭
子
、
般
若
の
形
相
か
ら
…
…

ニ
コ
ッ
。

○
音
楽
室
／
放
課
後夕

陽
が
差
す
教
室
に
ソ
プ
ラ
ノ
が
鳴
り
響
く
。

完
全
に
突
っ
伏
し
て
い
る
玲
菜
、
樹
莉
。

ボ
ー
ッ
と
外
を
見
て
い
る
亜
里
子
。

ふ
と
机
の
上
に
目
を
や
る
と

時
計
が
置
か
れ
て
い
る
！

笑
み
を
浮
か
べ
、
手
に
と
り
っ
て
蓋
を
開
く
。

テ
ニ
エ
ル
の
描
く
ア
リ
ス
が
現
れ
る
。

と
！

い
き
な
り
亜
里
子
の
耳
元
に
兎
耳
Ｍ
Ｉ
Ｂ
が
口
を
寄
せ

Ｍ
Ｉ
Ｂ
「
（
囁
く
）
か
た
じ
け
な
い
（
言
っ
て
す
ぐ
ア
ウ
ト
）
」

ゾ
ゾ
！

ハ
ッ
と
な
っ
て
横
を
見
る
亜
里
子
。

し
か
し
、
教
室
に
は
寝
て
い
る
二
人
だ
け
…
…
。

○
学
校
前

三
人
、
校
門
を
後
に
歩
い
て
い
る
。
「
疲
れ
た
ー
」

亜
里
子
、
ふ
と
後
ろ
を
振
り
向
き
声
を
上
げ
る
。

亜
里
子
の
視
線
を
辿
る
二
人
。

校
舎
の
背
後
か
ら
、
�
ダ
ゴ
ン
�
の
回
転
ラ
イ
ト
そ
っ
く
り
な

（
そ
の
も
の
と
言
っ
て
も
い
い
）
物
体
が
、
原
色
の
光
を
夕
闇

に
拡
散
し
な
が
ら
上
昇
し
て
い
く
。

口
を
ポ
カ
ン
と
開
け
て
見
つ
め
る
三
人
。

ハ
ウ
ス
・
サ
ウ
ン
ド
が
鳴
り
始
め
る
。

遙
か
彼
方
へ
飛
ん
で
い
く
光
体
。

三
人
、
見
上
げ
る
の
止
め
、
何
事
も
無
か
っ
た
か
の
如
く
歩
き

始
め
る
。
が

段
々
歩
み
が
ス
テ
ッ
プ
に
な
っ
て
い
く
。

ビ
ー
ト
に
乗
っ
て
踊
り
な
が
ら
帰
っ
て
い
く
�
う
さ
う
さ
�
。
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ケ
ラ
ケ
ラ
笑
い
な
が
ら
、
楽
し
げ
に
。

○
あ
の
、
教
室

照
明
、
普
通
。

教

師
「
今
の
は
、
１
９
８
６
年
に
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
で
本
当
に
あ
っ
た
出

来
事
で
す
…
…
」

カ
メ
ラ
、
引
き
始
め
る
。

教

師
「
あ
ら
？

ち
ょ
っ
と
！

信
じ
て
な
い
で
し
ょ
？

こ
れ
、
ホ
ン
ト

の
話
な
ん
で
す
よ
！
（
カ
メ
ラ
を
追
い
）

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
っ
て
！

い
や
、
信
じ
て
下
さ
い
！

ね
！

ち
ょ
っ
と
っ
て
ば
！
」

終
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